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【動機】
私達はいま世界中で話題になっているSDGsにつ

いてなにか貢献したいと思い、廃棄油の削減につ

ながるテーマであると思ったから。

【仮説】
成功例はあるため成功するだろう。

そのため、今回の実験ではそれだけ純度を高めら

れるかがポイントになるのではないか。

【使用した薬品等】
廃油

水酸化ナトリウム(昭和一級)
メタノール(昭和一級)

【バイオディーゼルの作り方】
①メタノール100mlを入れたペットボトルに水酸化ナ

トリウム3gを加え、振って混ぜる

②50~60℃のウォーターバスで熱した廃油500mlに
①で出来上がったものを入れて混ぜる

③混ぜ終わったものをペットボトルに移し、静置す

る

④時間が経つとグリセリンの層とバイオディーゼル

の層に分かれるのでバイオディーゼルの層のみを

取り出して再び静置する

これを分離しなくなるまで続ける

【実験】
キッチンペーパーを8分の1に切ったものを各溶

液に浸して、燃焼時間と燃え具合を確かめた。

また、今回は廃油、メタノール、自作バイオ

ディーゼル、そのままのキッチンペーパーの4つ
で実験し、比較した。

【判断の方法】
燃焼時間、燃え具合ともにキッチンペーパーを

そのまま燃焼させたものを基準とし、その上でそ

の他の溶液どうしを比較する。

【結果】

【考察】
燃焼することからある程度燃料としての適性が

あると思われる。

油との間に燃え方の差があまり見られなかった

のは構成する原子の組成比に大きな差はない

からであると思われる。

【今後の展望】
まだ燃料として不明瞭な要素が多いため今後さ

らなる実験や成分分析の依頼を計画している。

また、さらに簡単・安全な実験方法を模索してよ

り簡単にできる実験になることを目指している。
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